
BBG21-P01 会場:コンベンションホール 時間:5月 27日 18:15-19:30

西表島網取湾におけるサンゴ分布の多様性指数とその物理環境との関係
Diversity index of coral distributions and its relation to physical variables in Amitori Bay,
Iriomote Island, Japan.

下川信也 1∗ ;村上智一 1 ;鵜飼亮行 2 ;河野裕美 3 ;水谷晃 3 ;中瀬浩太 2

SHIMOKAWA, Shinya1∗ ; MUKARAMI, Tomokazu1 ; UKAI, Akiyuki 2 ; KOHNO, Hiroyoshi3 ; MIZUTANI, Akira 3 ;
NAKASE, Kouta2

1 防災科学技術研究所, 2 五洋建設株式会社, 3 東海大学
1NIED, 2Penta-Ocean Construction. Co. Ltd.,3Tokai Univerisity

西表島網取湾におけるサンゴ分布と物理環境との関係を調べた。網取湾は西表島の北西部に位置し、湾内にはサンゴ
が広範囲に分布し、そのサンゴの形態、大きさ、種は場所により異なっている。加えて、網取湾には、湾に至る陸路がな
く、周辺にはひとが住んでいない。それゆえ、小さい湾ではあるが、人工的影響のない多様な自然環境が維持されてお
り、サンゴ分布と物理環境との関係を調べるには最適の場所のひとつである。
まず、サンゴ分布、海水温、塩分、河川流量のデータを得るために観測調査を行い、波高と土粒子の時空間分布を得る

ために、それらの物理環境の観測データを利用して、海洋、波浪、土粒子追跡モデルによる数値実験を行った。解析結果
は、サンゴの形態と大きさが、物理環境の異なる湾内の場所により著しく異なることを示した [Shimokawa et al, 2014]。
次に、これらの観測と数値実験の結果から、サンゴ分布の多様性指数とその物理環境との関係を計算した。多様性指数

DIは、次のように定義される [Shannon, 1948; MacArthur and MacArthur, 1961, Clark & Warwick, 2001, McCune and Grace,
2002]。

DI=-∑ ci log2 ci,
ここで、ciは全体に対する i 番目の型の割合を表す。DI は、あるデータセットにおける異なる型を含む程度の定量的

な表現であり、熱力学におけるエントロピーの概念に関係している。DI の値は、型の数とその均一性が増加すると増加
する。つまり、型の数が一定の場合、DI の値は、すべての型が等しく存在するとき最大になる。解析結果は、サンゴの
形態の多様性指数の平均は、湾口と湾奥の方が湾全体より小さく、湾中間で最大であることを示した。この結果は、環
境擾乱が強すぎることも弱すぎることもないときに、生物の種の多様性は最大となるという中間擾乱仮説 [Connell, 1978]
と整合的である。
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